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【目的】強迫性障害の 治療にはエ クス ポージャ
ー

に よる介入が多 く行

われて い る。一方で、強迫性 障害に限らずク ライ エ ン トの 観察可能な

行動を従属変数 とし て その 効果を検証 した研 究は少 ない （仁藤・奥田，
2013）。そ こで 本 研 究で は、強迫性障害と診断 された男性に 対 して ハ

ン ドソ
ー

プやボデ ィ ソープの 使用 量 を指標 と して介入 の 効果を検討

する ことを 目的 とした。

【方法】1．対象者 30歳男性 （以 下、対象者）。大学 卒業後、老人保

健 施設 に介護士 と して 勤務 して い 鶴 妻 と対象者の 両親、子 ども （3

歳と1歳）の 6人家族で あっ た。2，経緯 受診 の 約半年ほ ど前か ら、
手洗い の頻 度や時 間が長 くな り始め、同時期に施錠等の 確認行為も長

くなっ て い っ た。就寝前に 、自分が使用 した トイ レの 電 気の オ ン ・オ
フ や水道の蛇 口 が閉 じてい るか、ドア の 施 鍵 や鍵束が 定位置に あるか

等の 確認を、母親が従 うまで 要求 して い t“入 浴 はシ ャ ワ
ーの み だが

最短で 30 分かか り、ボディ ソ
ー

プ を使 用 して手足や依 浴室内等を

繰 り返 し洗っ て い 鳥 ま た、ハ ン ドソ
ー

プ や消毒用ア ル コ ール を使用

して 1 日何十回に も及ぶ手洗い を してい た。職 場 で も汚れ を避け るた

め、利用者の 入浴介助等がで き なくなっ て い t4 また、持ち物確認が

長時間に及ぶ た め更衣室の ロ ッ カ
ー

か ら離れ られ ず、始業 時間に遅刻

するなど支障が出てい た （そ の た め初回面接時には既に翌月以降の 休

職が決 まっ て い た）。初診前 日、対 象者が 自宅 で数分に及ぶ 手洗い 行

為をして い る最中に、妻が 「い つ まで 洗 っ て い るの 」 と言 っ て手洗 い

を止 め るよ う声をか けた際、対象者が大声を あげて怒 り、自分の 携帯

電話を折 っ て しまうことがあっ 鵡 そ の 翌 日に母親が強迫的な症状の

改善を求めて 本人と共に 精神科ク リニ
ッ ク 似 下、ク リ ニ ッ ク）を受

診 し、セ ラピス トが面接 を担当する こ とになっ た。対象者および母親

との計 5回 の面接におい て ア セ ス メ ン トを実施 した うえで、まず は手

洗い行為や入 浴中の 洗浄行為を標的行動 として介入 を実施する こ と

にした。3．手続き　1）標的行動 ：介入で慓的 とした行動は 以下の行

動で あ っ t 。  入浴時に 1回の み体を洗 うこ とを 目的 と して ボディ ソ

ープを使用 する （他の 場所や繰 り返 しの 洗浄 に使用 しない ）e   帰宅

時にの み懈 1を使用 して手洗い をす る （トイ レの 後に水洗い する以外

に手洗い は原則しない ）。2）指標 ：指標 と して は、対象者の 家庭にお

ける各種洗剤 （  ボディ ソ
ープ 45〔im1   ハ ン ドソ

ー
プ 20〔  1   ア

ル コ ール 梢 毒液 23Qul）の詰替えを要するまで の期間 を指標 と した、
記鐶 ま詰替 えをす る妻が実施 し、記録の正 確さにつ い てi黼 1」の 購入

を担 当して い る母 親にも確認をとっ たu3）セ ッ テ ィ ング ：介入 は、
面接にお い て話 し合 っ た内容を、家庭にお い て対象者本人お よび その

家族が実行する とい う形 で 行われた。4）ベース ライ ン ω ：対 象者

に対 してアセ ス メン トを行い なが ら強迫行為の 悪循環や、
“
不安

’
へ

の 対処方法、介入に際 して の注意点 （消去バ ー
ス トな ど）を説明 した。

また 「できるだけ洗 浄行為を減らすよ うに」 とい う内容の 教示を行 っ

た。さ らに妻の 記録を図示 して 毎セ ッ シ ョ ン 対象者に示 した。5）介

入 1 ：BL の結果 を受け て、まず は標的 行戴  に対 して 介入 を行っ た。

具体的には、妻が対象者 と
一
緒に入浴 し、対象者が不 必要な湘 争行為

を行 っ て い る （あるい は 行お うとして い る）場合にそれ を止 めるとい

う方法で あっ た。方法にっ い て は対象者 と話 し合 っ て 決め、文章に し

て妻に伝え、妻が家庭 で 矧 テした。歯成・非達成につ い て は厳密に定

義や測定がで きなか っ たため、暫定的に 「ボディ ソ
ープの 詰替 えが （以

前 と同 じ） 2 週 間程度 の 間隔にな る」 こ とを達成 目標 とし、状況 に よ

っ て 夷像 者本人や家族と話 し合い なが らゴール を決 め る ことに した。
6）介入 2 ：介入 1か ら2週 間後に標的行動  に対 して 、対象者 と話 し

合っ て 「手洗い は 帰宅時と トイ レ後に限 る．ハ ン ドソ
ープを使 用す る

の は帰宅時の み とす る」 とい うル
ー

ル を提 示 した。轡 戈基準につ い て

は介入 1 と同様で あっ た。

【結果と考察 】BLでは お よそ 3 日に 1回は各洗剤の 詰替えを行 う必要

が あ っ たが、介入 1 （妻 との 入浴）によ っ て ボデ ィ ソープの 詰替えは

お よそ 2，3 週間に 1度程度の 頻度 となっ 鵡 対象者 も 「で きる と思 っ

てい なか っ た 二 とがで きるよ うにな っ て 自信に な っ た」 と述べ t4 介

入 2 で は教示 （ル
ー

ル ）をより具体的に しただ けで もハ ン ドソ
ー

プの

使用 量を減らす こ とがで き、それ以上の 介入は不要で あっ た。消毒液

につ い ては 介入 2 と同時に対 象者 自身で 「消 毒液は収納 して使 わない

こ とに した」 と言い 、それ以 降使用する こ とは なか っ た。それぞ れの

洗剤の詰替え回数を縦軸に、日数を横軸に して Fig，1 に示 した。そ

の 後、確 認 行為に対 して もエ クス ポージャ
ーを行 うこ とが可能 とな り、

家庭 や職場にお ける支障はほ とん どみ られ な くな っ た。対象者は休職

か ら 3か月後 には週 2 日午前 中の 勤務か ら復職を開始 し、体職か ら約

6か 月後には通常通 りの業務に復帰する こ とが 可能 とな っ た。終 結か

ら3か月後 と9か 月後の フ ォ ロ
ー

ア ッ プにお い て も問題な く仕事に行

くこ とがで きて い るとの こ とで あ っ た。
　 　 15
　 　 　 　

　 　 10

　　 　　
　 　 55

　

　

0
　
　

5
　

　

　

6

ユ　　　
ー

（
回）
勲
回

吋

細

鵲

4201

　　11 　　21 　　31　　41　 51 　　E1　　ア1　 81 　　91　 101 　111 　1Z1 　131 　141 　151

　　 　 　　 　　 　　 　 days

　Fig．1 各洗剤の詰替え回数の累積曲線
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